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カルミサールカプセル 0.25・同 0.5 使用上の注意改訂のお知らせ 

 
拝啓、時下益々ご清祥の段お慶び申し上げます。 
平素は弊社製品に対し格別のお引き立てを賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、弊社製品であるカルミサールカプセル 0.25・同 0.5 の使用上の注意を下記のとおり自

主改訂致しましたのでご連絡申し上げます。 
今後のご使用に際しましては、新しい〔使用上の注意〕をご参照下さいますようお願い申し上げ

ます。 
敬具 

 
記 

 
◆「（３）相互作用 併用注意」の項に下記を追加致します。（   部追加） 

改     訂     後 改     訂     前 

（３）相互作用 

併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ビタミン D 及びそ

の誘導体 

アルファカルシ

ドール等 

高カルシウム血症

があらわれるおそ

れがある。 

作用が相互に増強

される。 

PTH製剤 

テリパラチド 

高カルシウム血症

があらわれるおそ

れがある。 

相加作用 

カルシウム製剤 
乳酸カルシウム 
炭酸カルシウム

等 

高カルシウム血症

があらわれるおそ

れがある。 

本剤は腸管でのカ

ルシウムの吸収を

促進させる。 

マグネシウム含有

製剤 
酸化マグネシウ

ム 
炭酸マグネシウ

ム等 

高マグネシウム血

症があらわれるお

それがある。 

本剤は腸管でのマ

グネシウムの吸収

を促進させる。 
透析中の患者〔腎

よりのマグネシウ

ムの排泄が低下し

ている。〕 

ジギタリス 高カルシウム血症

に伴う不整脈があ

らわれるおそれが

ある。 

血清カルシウムの

濃度が上昇する

と、ジギタリスの

作用が増強され

る。 
 

（３）相互作用 

併用注意（併用に注意すること） 

薬剤名等 臨床症状・措置方法 機序・危険因子

ビタミン D 及びそ

の誘導体 

アルファカルシ

ドール等 

高カルシウム血症

があらわれるおそ

れがある。 

作用が相互に増強

される。 

 

【現行記載なし】 

 

カルシウム製剤 
乳酸カルシウム

炭酸カルシウム

等 

高カルシウム血症

があらわれるおそ

れがある。 

本剤は腸管でのカ

ルシウムの吸収を

促進させる。 

マグネシウム含有

製剤 
酸化マグネシウ

ム 
炭酸マグネシウ

ム等 

高マグネシウム血

症があらわれるお

それがある。 

本剤は腸管でのマ

グネシウムの吸収

を促進させる。 
透析中の患者〔腎

よりのマグネシウ

ムの排泄が低下し

ている。〕 

ジギタリス 高カルシウム血症

に伴う不整脈があ

らわれるおそれが

ある。 

血清カルシウムの

濃度が上昇する

と、ジギタリスの

作用が増強され

る。 
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